
台風や地震など自然現象の発生を止めることはできま

せん。ですが、被害を未然に防いだり、軽減することは

可能です。

警察をはじめとする防災関係機関は、災害から生命や

財産を守るため、日夜災害対策に取り組んでいますが、

住民の皆さん一人ひとりが防災意識を高め、災害

に備えておくことが最も大切です。

防災は日頃の備えとみんなの協力

○ 地 震 な ど が 起 こ っ た と き の 身 の 守 り 方

○ 災 害 が 発 生 し た 時 の 家 族 と の 連 絡 方 法

○ 避 難 場 所 と そ こ へ 行 く 道 順

○ 非 常 持 ち 出 し 品 リ ス ト

○ 応 急 手 当 の 方 法 ・ ・ ・ ｅ ｔ ｃ .

災害から身を守るためには「住民一人ひとりの備え」と「地域みんなの協力」が重要です。

「みんなの命をみんなで守る」を合い言葉に災害に備えましょう。

○危険を感じたら ～ 迷わず早めに避難

○荷物は必要最小限に ～ 持ち出し品の事前準備

○自動車での移動は危険 ～ 歩いて避難

○長靴やサンダルでの移動は危険 ～ 運動靴などで避難

○単独行動は危険 ～ 声を掛け合って、家族・近所の人と一緒に避難

○マンホール・水路付近は危険 ～ 転落しないよう安全な経路を選択

○すでに避難が困難なほど浸水 ～ 自宅２階など、より安全な場所へ移動


